
新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
七
五

 

新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て

新　
　

田　
　
　
　
　

均

は
じ
め
に

か
つ
て
私
は
、
皇
位
継
承
問
題
に
つ
い
て
、
女
系
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
人
々
と
論
争
を
展
開
し
た
。
そ
の
際
、
女
系
容
認
論

の
人
々
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
現
行
皇
室
典
範
第
一
条
に
い
う
「
皇
統
」
に
は
女
系
も
含
ま
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

私
は
伊
藤
博
文
の
「
皇
室
典
範
義
解
」
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
解
説
、『
憲
法
義
解
』
で
の
「
皇
統
」
と
い
う
言
葉
の
使
わ
れ
方
、
さ
ら

に
は
、
皇
室
典
範
を
審
議
し
た
枢
密
院
の
議
事
録
に
基
づ
い
て
、
旧
皇
室
典
範
第
一
条
の
「
皇
統
」
に
は
女
系
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
指

摘
し
、
戦
後
も
そ
の
解
釈
が
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
百
地
章
教
授
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
と
反
論
し
た
（
拙
論
「
小
林
よ
し
の
り

氏
の
皇
統
論
を
糺
す
」『
別
冊
正
論
』
一
四
号
、
平
成
二
三
年
一
月
、
四
七
│
五
〇
頁
）。

そ
の
後
、
新
旧
皇
室
典
範
の
制
定
過
程
を
調
べ
て
い
く
中
で
、
自
ら
の
議
論
を
補
強
す
る
証
拠
を
い
く
つ
か
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、
そ

論　

説

（
一
三
一
七
）
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八
十
二
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第
三
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二
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一
六
年
十
二
月
）

三
七
六

れ
ら
の
資
料
を
加
味
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
新
旧
皇
室
典
範
第
一
条
に
い
う
「
皇
統
」
の
意
味
に
対
す
る
私
の
解
釈
を
提
示
し
た
い
と
思

う
。

一
、
女
系
容
認
論
者
の
現
行
皇
室
典
範
解
釈

現
行
皇
室
典
範
第
一
条
は
「
皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
「
皇
統
」
に

対
す
る
女
系
容
認
論
者
の
解
釈
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
皇
室
典
範
が
わ
ざ
わ
ざ
『
皇
統
に
属
す
る
男
系
』
と
断
っ
て
い
る
の
も
、
皇
統
イ
コ
ー
ル
男
系
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の

だ
。
す
な
わ
ち
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
と
女
系
の
う
ち
、
従
来
の
伝
統
を
尊
重
し
て
、
制
度
上
、
皇
位
継
承
資
格
を
と
く
に
男
系
に
限
定

し
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
／
し
た
が
っ
て
、
女
系
も
皇
統
に
ふ
く
ま
れ
る
と
見
て
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
客
観
的

条
件
の
変
更
に
応
じ
て
、
男
系
主
義
を
見
直
す
こ
と
も
、
皇
室
の
伝
統
に
照
ら
し
て
絶
対
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
」

（
高
森
明
勅
「
改
め
て
問
う
、『
女
帝
』
は
是
か
非
か
」『
正
論
』
平
成
一
六
年
七
月
号
一
四
五
頁
）

「
実
際
は
、
女
系
も
皇
統
に
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
皇
室
典
範
の
第
一
条
を
見
よ
。『
皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ

を
継
承
す
る
』　

明
治
の
旧
典
範
で
も
、
こ
の
規
定
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
、『
皇
統
』
に
は
男
系
・
女
系
の
両
方
が
含
ま
れ

る
と
い
う
前
提
の
上
で
、
皇
統
に
属
す
る
者
の
う
ち
、
男
系
男
子
が
皇
位
を
継
承
す
る
と
し
か
読
み
よ
う
が
な
い
。『
皇
統
』
が
男
系
の

み
な
ら
ば
、『
皇
統
に
属
す
る
男
子
』
と
だ
け
書
け
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
女
系
継
承
は
、
決
し
て
皇
統
の
断
絶
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
！
」（
小
林
よ
し
の
り
『
サ
ピ
オ
』
平
成
二
一
年
一
一
月
二
五
日
号
五
九
頁
）

「
条
文
は
同
義
語
反
復
で
は
書
か
れ
な
い
。『
皇
統
』
＝
『
男
系
男
子
』
な
ら
ば
、『
皇
位
は
「
男
系
男
子
」
に
属
す
る
「
男
系
男
子
」

（
一
三
一
八
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
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味
に
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い
て
（
新
田
）

三
七
七

に
継
承
す
る
』
と
な
っ
て
し
ま
う
。」（
小
林
よ
し
の
り
『
サ
ピ
オ
』
平
成
二
二
年
九
月
二
九
日
号
七
〇
頁
）

要
す
る
に
、「
皇
統
」
が
「
男
系
」
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
現
行
皇
室
典
範
の
第
一
条
は
「
男
系
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
と
い
う
同

義
語
反
復
の
条
文
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、「
皇
統
」
に
は
女
系
も
含
ま
れ
て
お
り
、
男
系
女
系
の
両
方
を
含
む

「
皇
統
」
を
後
に
続
く
「
男
系
」
と
い
う
言
葉
で
限
定
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
合
理
的
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
、
女
系
容
認
論
者
の
解
釈
に
対
す
る
以
前
の
私
の
反
論

女
系
容
認
論
者
の
「
皇
統
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
以
前
、
私
は
、
百
地
章
氏
の
〝
皇
位
の
世
襲
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
政
府
見
解
で
も
、

旧
皇
室
典
範
の
下
で
と
同
様
に
、
男
系
の
男
子
に
限
る
と
い
う
解
釈
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
〞
と
の
主
張
（「『
皇
位
の
世
襲
』
の
意
味
と

『
女
系
天
皇
』
へ
の
疑
問
」
阿
部
照
哉
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
『
現
代
社
会
に
お
け
る
国
家
と
法
』
平
成
一
九
年
、
成
文
堂
）
を
前
提
と
し
た
上
で
、

旧
皇
室
典
範
に
関
す
る
三
つ
の
証
拠
を
上
げ
て
反
論
し
た
（
前
掲
「
小
林
よ
し
の
り
氏
の
皇
統
論
を
糺
す
」
四
七
│
五
〇
頁
）。
そ
れ
は
以
下
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

①
．「
皇
室
典
範
義
解
」
を
収
録
し
た
岩
波
文
庫
の
『
憲
法
義
解
』
に
は
校
註
者
・
宮
沢
俊
義
の
「
憲
法
義
解
解
題
」
が
載
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
憲
法
お
よ
び
皇
室
典
範
義
解
の
元
は
枢
密
院
で
の
審
議
の
際
の
逐
条
説
明
書
で
あ
り
、
そ
の
説
明
書
を
典
範
・
憲
法
制
定
後

に
公
刊
す
る
こ
と
と
な
り
、
草
案
起
草
者
に
帝
国
大
学
教
授
数
名
が
加
わ
っ
て
伊
藤
博
文
を
議
長
と
し
て
枢
密
院
官
舎
で
約
一
ヶ
月
の
審

議
を
し
、
そ
れ
を
伊
藤
の
私
著
と
し
て
刊
行
し
た
、
と
い
う
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
皇
室
典
範
義
解
」
は
、
憲
法
お
よ
び

皇
室
典
範
制
定
者
た
ち
の
審
議
の
前
提
と
な
っ
た
解
釈
、
審
議
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
洗
練
さ
れ
た
共
通
解
釈
を
公
表
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
「
皇
室
典
範
義
解
」
で
は
「
皇
統
は
男
系
に
限
り
女
系
の
所
出
に
及
ば
ざ
る
は
皇
家
の
成
法
な
り
」（『
憲
法
義
解
』

（
一
三
一
九
）
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三
七
八

一
二
八
頁
）
と
、〝「
皇
統
」
は
「
男
系
」
に
限
定
さ
れ
る
〞
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

②
．
旧
皇
室
典
範
第
一
条
で
は
「
大
日
本
国
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」
と
、「
皇
統
」
の
前
に
「
祖
宗

ノ
」
と
い
う
言
葉
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
「
祖
宗
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、『
憲
法
義
解
』
の
中
に
出
て
い
く
る
類
似
の
言
葉
、「
天

祖
」「
神
祖
」
に
注
目
し
て
み
る
と
よ
く
分
か
る
。
こ
の
三
つ
の
用
語
は
明
確
に
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
天
祖
」
は
天
照
大
神
、「
神

祖
」
は
神
武
天
皇
、「
祖
宗
」
は
神
武
天
皇
以
降
の
歴
代
天
皇
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
旧
皇
室
典
範
第
一
条
に
い
う
「
祖
宗

ノ
皇
統
」
と
は
、「
神
武
天
皇
以
降
の
歴
代
天
皇
の
皇
統
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神
武
天
皇
以
降
の
皇
位
継
承
が
男
系
継
承
と
し
て
記

録
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
祖
宗
ノ
皇
統
」
は
男
系
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
1
）

。

こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
論
文
と
い
う
性
格
か
ら
、
根
拠
資
料
を
詳
し
く
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
根
拠
資

料
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。「
天
祖
」「
神
祖
」「
皇
統
」
の
意
味
が
明
確
に
分
か
る
の
は
、『
憲
法
義
解
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
大
日
本

帝
国
憲
法
義
解
」
の
、
大
日
本
帝
国
憲
法
第
一
条
「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
に
つ
い
て
の
解
説
部
分
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
こ
う
あ
る
。「
恭
て
按
ず
る
に
、
神
祖
開
国
以
来
、
時
に
盛
衰
あ
り
と
雖
、
世
に
治
乱
あ
り
と
雖
、
皇
統
一
系
宝
祚
の
隆
は
天

地
と
與
に
窮
な
し
。（
中
略
）
古
典
に
天
祖
の
勅
を
挙
げ
て
『
瑞
穂
国
是
吾
子
孫
可
王
之
地
宜
爾
皇
孫
就
而
治
焉
』
と
云
へ
り
。
又
神
祖

を
称
へ
た
て
ま
つ
り
て
『
始
御
国
天
皇
』
と
謂
へ
り
。」（『
憲
法
義
解
』
二
二
頁
、
傍
線
引
用
者
）

ま
ず
、「
天
祖
の
勅
」
と
い
う
言
葉
か
ら
「
天
祖
」
が
天
照
大
神
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
次
に
、「
神
祖
を
称
へ

た
て
ま
つ
り
て
『
始
御
国
天
皇
』
と
謂
へ
り
」
と
の
記
述
か
ら
「
神
祖
」
は
間
違
い
な
く
神
武
天
皇
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
神
祖
開
国
以
来
…
皇
統
一
系
」
と
い
う
の
は
、
神
武
天
皇
の
建
国
以
来
「
皇
統
」
は
一
系
で
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
皇
統
」
の
起
点
は
神
武
天
皇
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
一
三
二
〇
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
七
九

そ
れ
で
は
「
祖
宗
」
の
意
味
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
同
じ
く
『
憲
法
義
解
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
皇
室
典
範
義
解
」
の
序
文
で
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。「
祖
宗
国
を
肇
め
、
一
系
相
承
け
、
天
壌
と
與
に
無
窮
に
垂
る
」（『
憲
法
義
解
』
一
二
七
頁
、
傍
線
引
用
者
）。
大
日
本
大

国
憲
法
第
一
条
の
義
解
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
を
肇
め
た
の
は
神
武
天
皇
で
あ
る
か
ら
、「
祖
宗
」
と
は
神
武
天
皇
以
降
の

歴
代
天
皇
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
嫡
出
に
よ
る
継
承
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
皇
室
典
範
第
四
条
に
つ
い
て
の
義
解
に
も
次
の

よ
う
に
あ
る
。「
恭
て
按
ず
る
に
、
祖
宗
の
嫡
を
先
に
し
庶
を
後
に
す
る
は
、
神
武
天
皇
庶
長
子
手
研
耳
命
を
措
て
綏
靖
天
皇
を
立
て
た

ま
ふ
に
始
ま
る
」（『
憲
法
義
解
』
一
三
二
頁
、
傍
線
引
用
者
）。

③
．
明
治
二
一
年
五
月
二
八
日
の
枢
密
院
の
議
事
録
に
は
、
将
来
〝
皇
統
に
は
女
系
も
含
ま
れ
る
〞
と
い
う
解
釈
を
主
張
す
る
者
が
現

れ
て
女
系
継
承
が
実
現
し
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、「
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
」、
祖
宗
の

皇
統
（
男
系
）
に
し
て
男
系
、
と
い
う
同
義
語
反
復
を
敢
え
て
残
し
た
経
緯
が
明
瞭
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
雑
誌
論
文

と
い
う
性
格
か
ら
、
根
拠
資
料
を
詳
し
く
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
林
宏
・
島
善
高
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
一
七
・
明
治

皇
室
典
範
﹇
明
治
二
二
年
﹈（
下
）』（
信
山
社
、
平
成
九
年
五
月
）
所
収
の
「
皇
室
典
範
草
案
枢
密
院
会
議
筆
記
」
に
よ
っ
て
根
拠
資
料
を
提

示
し
て
お
き
た
い
（
以
下
の
史
料
内
の
傍
線
は
引
用
者
）。

明
治
二
一
年
五
月
二
五
日
の
午
後
に
開
か
れ
た
審
議
の
中
で
、「
大
日
本
国
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」

と
の
第
一
条
の
原
案
に
つ
い
て
、
様
々
な
修
正
提
案
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
、
大
木
喬
任
顧
問
官
（
二
十
八
番
）
が
「
正
条
ヲ
顧
レ
ハ

一
字
一
句
モ
宝
祚
ノ
万
世
一
系
ニ
シ
テ
天
壌
ト
無
窮
ナ
ル
コ
ト
ノ
意
ヲ
盡
サ
ス
。
蓋
シ
憲
法
ノ
条
項
中
既
ニ
其
明
文
ア
レ
ハ
之
ヲ
細
言
ス

ル
ヲ
要
セ
ス
ト
云
フ
ノ
意
ナ
ル
ヤ
。
此
ノ
事
最
モ
重
大
ナ
リ
。
故
ニ
本
条
ニ
於
テ
モ
其
趣
旨
ヲ
掲
ケ
ン
カ
為
ニ
万
世
一
系
ナ
ル
大
日
本
皇

位
ハ
云
々
ト
改
メ
其
以
下
ハ
原
案
ノ
儘
ニ
テ
然
ル
ヘ
シ
」（
五
三
六
│
五
三
七
頁
）
と
主
張
し
た
。「
万
世
一
系
」
は
国
体
に
つ
い
て
の
重
要

（
一
三
二
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
八
〇

な
概
念
な
の
で
、
憲
法
と
の
重
複
を
恐
れ
ず
に
、
あ
え
て
皇
室
典
範
の
中
に
も
入
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
、
土
方
久
元
顧
問
官
（
二
十
九
番
）
は
「
大
日
本
ト
云
フ
ハ
外
国
ニ
対
ス
ル
ノ
文
字
ナ
リ
。
歴
朝
相
承
ケ
綿
々
一
系
未
タ
曾
テ
宇

内
ニ
比
類
ヲ
見
サ
ル
我
国
ニ
取
リ
テ
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
位
ト
改
メ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
得
ハ
本
懐
ノ
至
リ
ナ
リ
」
と
主
張
し
た
。「
万
世
一
系
」

は
比
類
の
な
い
も
の
な
の
で
、
外
国
を
意
識
し
た
「
大
日
本
」
は
除
い
て
、「
皇
位
」
に
「
万
世
一
系
」
が
係
る
よ
う
に
修
正
す
べ
き
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
案
に
対
し
て
、
大
木
が
「
前
説
ヲ
取
消
シ
更
ニ
二
十
九
番
ヲ
賛
成
ス
」
と
賛
意
を
示
し
た
。

ま
た
、
三
条
実
美
内
大
臣
（
六
番
）
か
ら
は
「
本
条
ニ
祖
宗
ト
ア
ル
ヲ
天
祖
ト
改
タ
シ
」
と
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
や
は

り
「
祖
宗
」（
神
武
天
皇
以
降
）
と
「
天
祖
」（
天
照
大
神
）
と
の
区
別
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
条
の
提
案

に
賛
成
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

大
木
と
土
方
の
改
正
案
に
対
し
て
、
井
上
毅
書
記
官
長
（
番
外
）
か
ら
は
「
二
十
九
番
ノ
説
ニ
万
世
一
系
ト
云
ヘ
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ト
重

複
ス
。
上
文
ニ
万
世
一
系
ト
書
ク
コ
ト
ハ
異
存
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
若
シ
之
ヲ
加
ユ
ル
コ
ト
ニ
決
セ
ハ
下
文
ノ
祖
宗
ノ
皇
統
ノ
字
ハ
削
ラ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
ス
」
と
、「
万
世
一
系
」
と
「
祖
宗
ノ
皇
統
」
と
は
同
義
語
反
復
な
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
副
島
種
臣
顧
問
官

（
二
十
四
番
）
か
ら
「
重
複
ナ
ル
カ
故
ニ
万
世
一
系
ナ
ル
皇
位
ハ
今
後
男
系
ノ
男
子
ノ
ミ
之
ヲ
継
承
ス
ト
改
メ
タ
シ
」
と
の
意
見
が
出
た
り
、

東
久
世
通
禧
顧
問
官
（
二
十
二
番
）
か
ら
も
「
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
シ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
ト
改
メ
タ
シ
」
と

の
意
見
が
出
た
り
し
て
、
こ
の
日
は
結
論
が
出
な
か
っ
た
。

明
治
二
一
年
五
月
二
八
日
の
午
後
に
開
か
れ
た
枢
密
院
の
会
議
で
は
引
き
続
き
第
一
条
の
修
正
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
議
論
は
、

大
木
喬
任
の
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

「
前
回
ニ
於
テ
議
場
ノ
問
題
ト
ナ
リ
タ
ル
第
一
条
ノ
修
正
説
ハ
単
ニ
字
句
ノ
修
正
ナ
リ
ト
断
定
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
万
世
一
系
ノ
数
字
ハ
我

（
一
三
二
二
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
八
一

国
体
ノ
最
モ
尊
キ
所
以
ヲ
表
彰
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
必
ス
之
ヲ
加
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
祖
宗
ノ
皇
統
ト
ア
レ
ハ
歴
朝
相
承
ク
ル
ノ
意
ナ
ル
ヲ

以
テ
必
ス
万
世
一
系
ト
云
フ
ヲ
要
セ
ス
ト
ス
ル
ノ
説
モ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ト
モ
、
祖
宗
ノ
皇
統
ト
云
フ
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
未
タ
我
国
体
ノ
如
何
ヲ
表

彰
ス
ル
ニ
充
分
ナ
ラ
ス
。
蓋
シ
本
条
ノ
修
正
案
ニ
就
テ
各
位
ノ
意
見
区
々
ニ
渉
リ
未
タ
帰
一
ヲ
得
ス
ト
雖
、
万
世
一
系
ノ
字
ヲ
加
ユ
ル
ノ

一
事
ニ
至
テ
ハ
想
フ
ニ
各
位
其
所
見
ヲ
同
フ
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
前
回
ニ
於
テ
二
十
九
番
ヨ
リ
修
正
案
ヲ
提
出
セ
ラ
レ
タ
レ
ハ
、
本
官
ハ
更
ニ

二
十
九
番
ニ
協
議
シ
其
賛
成
ヲ
得
ハ
、
左
ノ
修
正
案
ヲ
提
出
セ
ン
ト
ス
。
大
日
本
皇
位
ハ
万
世
一
系
ナ
ル
皇
統
ノ
男
子
ヲ
之
ヲ
継
承
ス
ヘ

シ
。
此
ノ
修
正
案
ハ
二
十
九
番
ノ
前
回
ニ
於
テ
提
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
大
差
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
敢
テ
請
フ
。
二
十
九
番
ハ
更
ニ
本
官
ノ
提
出

案
ヲ
賛
成
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
」

「
祖
宗
ノ
皇
統
」
と
い
う
だ
け
で
は
我
国
体
を
十
分
に
表
現
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
「
万
世
一
系
」
の
字
句
を
加
え
、
逆
に

「
祖
宗
」
を
削
っ
て
、「
大
日
本
皇
位
ハ
万
世
一
系
ナ
ル
皇
統
ノ
男
子
ヲ
之
ヲ
継
承
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
条
文
に
改
め
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
の
修
正
案
に
土
方
久
元
（
二
十
九
番
）
が
賛
成
し
、
さ
ら
に
副
島
種
臣
（
二
十
四
番
）、
福
岡
孝
弟
（
二
十
六
番
）、
元
田
永
孚

（
十
九
番
）、
勝
海
舟
（
十
七
番
）
が
賛
成
し
た
。

こ
の
修
正
案
に
対
し
て
、
議
長
の
伊
藤
博
文
は
「
二
十
八
番
ニ
問
フ
。
二
十
八
番
ノ
修
正
案
ニ
男
系
ノ
字
ヲ
除
ケ
リ
。
故
ラ
ニ
之
ヲ
省

ク
ノ
意
ナ
ル
乎
」
と
質
し
、
大
木
が
「
然
リ
」
と
答
え
る
と
、
伊
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
表
決
を
行
っ
た
。

「
第
一
条
ノ
修
正
如
何
ニ
就
テ
ハ
最
早
議
論
モ
盡
キ
タ
リ
ト
信
ス
ル
ヲ
以
テ
表
決
ヲ
取
ル
ヘ
シ
。
其
前
ニ
於
テ
各
位
ノ
注
意
ヲ
喚
起
ス

ヘ
キ
重
要
事
件
ア
リ
。
原
案
ニ
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
ト
ア
リ
。
然
ル
ニ
修
正
案
ニ
ハ
故
ラ
ニ
男
系
ノ
字
ヲ
削

除
セ
リ
。
果
シ
テ
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
ハ
則
将
来
ニ
於
テ
我
皇
位
ノ
継
承
法
ニ
女
系
ヲ
モ
取
ル
ヘ
キ
ニ
至
リ
、
上
代
祖
先
ノ
常
憲
ニ
背
ク

コ
ト
ヲ
免
レ
ス
。
修
正
案
ニ
同
意
ヲ
表
セ
ラ
ル
ヘ
キ
各
位
ノ
起
立
ヲ
請
フ
」

（
一
三
二
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
八
二

伊
藤
議
長
は
〝「
男
系
」
を
削
っ
て
「
皇
統
ノ
男
子
」
だ
け
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
「
皇
統
に
は
女
系
も
含
ま
れ
て
い
る
」
と
主
張

す
る
者
が
現
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
否
定
す
る
明
文
上
の
根
拠
が
な
く
、
皇
位
が
女
系
に
移
り
、
古
来
の
皇
位
継
承
原
則
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
〞
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
表
決
の
結
果
、
修
正
案
に
賛
成
し
た
者
は
八
人
と
少
数
で
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
な
お
、
佐
野
常
民
（
二
十
三
番
）、
副
島
種
臣
、
大
木
喬
任
は
次
の
よ
う
に
食
い
下
が
っ
た
。

佐
野
（
二
十
三
番
）「
本
官
ハ
万
世
一
系
ノ
字
ヲ
加
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
レ
ト
モ
二
十
八
番
ノ
修
正
説
ヲ
以
テ
完
全
ナ
リ
ト
モ
思
考
ス
ル

能
ハ
ス
。
既
ニ
議
長
ノ
注
意
セ
ラ
レ
タ
ル
如
ク
僅
々
タ
ル
数
字
ノ
改
竄
ニ
シ
テ
事
重
大
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
彼
此
斟
酌
ス
ル
ニ
日
本
国

ト
改
ム
レ
ハ
憲
法
ノ
題
号
ニ
モ
符
号
シ
又
敢
テ
男
系
ノ
字
ヲ
削
除
セ
ス
シ
テ
万
世
一
系
ノ
字
ヲ
挿
入
シ
以
テ
本
条
ヲ
シ
テ
完
全
ナ
ラ
シ
ム

ヘ
キ
修
正
ヲ
加
ユ
ル
為
ニ
之
ヲ
修
正
委
員
ニ
付
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
建
議
ス
」

副
島
（
二
十
四
番
）「
皇
統
ノ
男
子
ト
云
ヘ
ハ
男
系
ノ
男
子
タ
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
説
明
ニ
於
テ
モ
亦
判
然
タ
リ
」

大
木
「
二
十
四
番
ノ
発
言
シ
タ
ル
如
ク
皇
統
ノ
男
子
ト
云
ヘ
ハ
男
系
ノ
男
子
タ
ル
コ
ト
ニ
相
違
ナ
シ
。
況
ン
ヤ
第
一
条
ハ
大
体
ヲ
論
ス

ル
ノ
条
ニ
シ
テ
其
男
系
ノ
男
子
タ
ル
コ
ト
ハ
後
条
所
載
ニ
於
テ
判
然
タ
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
。
然
レ
ト
モ
本
官
ノ
修
正
説
ハ
少
数
ノ
為
ニ
否
決

シ
タ
レ
ハ
今
更
論
ス
ル
モ
亦
詮
ナ
キ
事
ナ
リ
。
唯
タ
万
世
一
系
ノ
字
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ハ
各
位
同
感
ナ
ル
コ
ト
ヲ
信
ス
ル
ニ
因
リ
、
委
員
ニ

附
託
シ
テ
妥
当
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
シ
メ
ン
歟
、
又
ハ
其
修
正
ヲ
書
記
官
長
ニ
命
セ
ラ
レ
ン
カ
、
孰
レ
ト
モ
議
長
ノ
指
揮
ニ
任
カ
ス
ヘ
シ
ト
シ

テ
先
ツ
二
十
三
番
ノ
建
議
ニ
賛
成
ス
」

土
方
（
二
十
九
番
）「
二
十
三
番
ノ
建
議
ヲ
賛
成
ス
」

こ
の
議
論
に
対
し
て
、
伊
藤
議
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
表
決
に
移
し
た
。

「
本
条
ノ
修
正
説
ハ
既
ニ
否
決
シ
、
又
二
十
三
番
ノ
建
議
ハ
賛
成
者
少
数
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
直
ニ
原
案
ノ
表
決
ヲ
取
ル
ヘ
シ
。
原
案
ニ
同

（
一
三
二
四
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
八
三

意
ヲ
表
セ
ラ
ル
ゝ
ノ
各
位
ニ
起
立
ヲ
請
フ
」。
起
立
者
は
十
八
名
。
多
数
に
よ
り
、
原
案
は
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、「
皇
統
」
＝
「
男
系
」
と
い
う
の
が
当
時
の
常
識
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
「
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ

テ
男
系
」
と
い
う
同
義
語
反
復
を
残
し
た
の
は
、
将
来
、「
皇
統
」
に
は
女
系
も
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
者
が
現
れ
た
と
し
て
も
、
男
系

継
承
が
揺
る
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
旧
皇
室
典
範
の
原
案
に
つ
い
て

最
近
、
私
は
旧
皇
室
典
範
の
制
定
過
程
を
調
べ
て
い
て
、
第
一
条
に
お
け
る
「
祖
宗
ノ
皇
統
」
が
男
系
継
承
を
強
く
意
識
し
た
言
葉

だ
っ
た
こ
と
を
示
す
新
た
な
証
拠
を
発
見
し
た
。

旧
皇
室
典
範
に
直
接
に
つ
な
が
る
草
案
は
、
伊
藤
博
文
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
当
時
帝
室
制
度
取
調
局
総
裁
を
務
め
て
い
た
柳
原
前
光
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
。
明
治
二
〇
年
一
月
二
四
日
頃
の
こ
と
で
あ
る
（
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
制
定
史
』
下
巻
、
有
斐
閣
、
昭
和
三
七
年
一
月
、

九
六
六
頁
）。
こ
の
「
皇
室
法
典
初
稿
」
の
第
一
条
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
第
一
条　

大
日
本
国
皇
位
ハ
恭
シ
ク
天
祖
ノ
大
詔
ニ
則
リ
其
皇
統
之
ニ
当
タ
ル
コ
ト
天
壌
ト
與
ニ
窮
リ
ナ
シ
」

そ
し
て
第
三
十
六
条
で
男
系
継
承
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
第
三
十
六
条　

皇
位
ヲ
継
承
ス
ル
ハ
男
系
ノ
男
子
ニ
限
ル
推
古
帝
以
来
女
主
臨
朝
ノ
例
ニ
傚
フ
コ
ト
ナ
シ
」

つ
ま
り
、「
皇
統
」
は
「
天
祖
」
す
な
わ
ち
天
照
大
神
に
発
す
る
が
、
皇
位
継
承
は
男
系
の
男
子
に
限
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
柳
原
と
同
様
に
伊
藤
の
委
嘱
を
受
け
て
皇
室
に
関
す
る
法
規
に
つ
い
て
の
取
り
調
べ
を
し
て
い
た
井
上
毅
が
明
治
二
〇
年

二
月
二
六
日
に
伊
藤
に
提
出
し
た
「
皇
室
典
範
」
草
案
の
第
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
稲
田
前
掲
書
九
七
八
頁
）

（
一
三
二
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
八
四

「
第
一
条　

皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ヲ
承
ケ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」

つ
ま
り
、
井
上
案
で
は
「
皇
統
」
は
、
柳
原
案
と
は
異
な
っ
て
、「
祖
宗
」
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
に
発
し
、
必
然
的
に
男
系
に
継
承
さ

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

伊
藤
、
柳
原
、
井
上
の
皇
室
典
範
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
を
調
整
す
る
た
め
に
、
明
治
二
〇
年
三
月
二
〇
日
、
伊
藤
の
高
輪
別
邸
で

会
合
が
開
か
れ
た
。
そ
の
時
に
叩
き
台
と
さ
れ
た
の
は
、
柳
原
が
三
月
一
四
日
に
伊
藤
に
提
出
し
た
「
皇
室
典
範
再
稿
」
だ
っ
た
。
そ
の

条
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
稲
田
前
掲
書
、
九
八
三
頁
）。

「
第
一
条　

大
日
本
帝
国
皇
位
ハ
恭
シ
ク
天
祖
ノ
大
詔
ニ
則
リ
其
皇
統
之
ニ
当
タ
ル
コ
ト
天
壌
ト
與
ニ
窮
リ
ナ
シ
」

「
第
二
条　

皇
位
ハ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」

こ
の
高
輪
会
合
で
の
議
論
の
様
子
は
、
書
記
を
務
め
た
伊
藤
巳
代
治
の
「
皇
室
典
範
・
皇
族
令
談
話
要
録
」（
小
林
宏
・
島
善
高
編
著
『
日

本
立
法
資
料
全
集
一
六
・
明
治
皇
室
典
範
﹇
明
治
二
二
年
﹈（
上
）』
信
山
社
、
平
成
八
年
四
月
所
収
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
井
上
毅
は
柳
原
案
の
第
一
条
案
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
。

「
第
一
条　

大
日
本
帝
国
皇
位
ハ
恭
シ
ク

天
祖
ノ
大
詔
ニ
則
リ
其
皇
統
之
ニ
当
タ
ル

天
壌
ト
與
ニ
窮
リ
ナ
シ
。
此
事
ハ
憲
法
ニ
載
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ヲ
皇
室
典
範
ノ
首
条

ニ
置
ク
ハ
不
可
ナ
リ
。
但
シ
憲
法
ニ
載
ス
ル
モ
唯
タ
其
上
諭
ノ
部
ニ
記
シ
テ
之
ヲ
法
律
ノ
部
ニ
混
一
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
旁
々
此

場
合
ニ
於
テ
ハ
削
除
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」

天
照
大
神
の
神
勅
へ
の
言
及
は
、
憲
法
発
布
の
上
諭
に
書
か
れ
る
べ
き
も
の
で
、
法
律
の
部
分
に
混
入
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
皇
室

典
範
の
条
文
か
ら
は
削
除
す
べ
き
だ
い
う
の
で
あ
る
。

（
一
三
二
六
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
八
五

こ
れ
に
対
し
て
柳
原
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

「
本
条
ハ
皇
位
ノ
原
則
ヲ
顕
示
シ
日
本
建
国
ノ
大
則
ヲ
掲
載
ス
ル
ニ
在
リ
。
素
ヨ
リ
皇
室
典
範
ハ
天
皇
陛
下
ノ
欽
定
タ
リ
ト
雖
モ
、
一

タ
ヒ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
上
ハ
随
時
変
更
ス
ル
ナ
キ
ノ
重
キ
ヲ
証
シ
、
一
言
ス
レ
ハ
我
国
体
ノ
義
ヲ
彰
ハ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
ニ
出
ツ
」

柳
原
は
、
皇
位
も
日
本
建
国
も
天
照
大
神
の
神
勅
を
起
点
と
す
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
原
則
を
皇
室
典
範
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、
第

一
条
で
明
記
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
両
者
の
意
見
の
相
違
を
伊
藤
博
文
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
収
拾
し
た
。

「
法
律
上
ヨ
リ
云
ヘ
ハ
井
上
氏
ノ
説
至
当
ナ
リ
。
皇
位
ノ
天
壌
ト
與
ニ
窮
リ
ナ
シ
ト
云
フ
カ
如
キ
ハ
、
畢
竟
歴
史
上
ヨ
リ
シ
テ
人
心
ノ

感
触
ニ
出
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ヲ
承
ケ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
ト
云
ヘ
ハ
十
分
ナ
リ
。
其
ノ
淵
源
ヲ
尋
ヌ
レ
ハ

柳
原
伯
ノ
意
見
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
ト
雖
モ
、
皇
室
典
範
ノ
名
称
ニ
対
シ
テ
適
合
セ
ス
。
依
テ
本
条
ハ
削
除
ニ
決
ス
ヘ
シ
」

伊
藤
は
天
照
大
神
の
神
勅
を
「
淵
源
」
と
し
て
は
尊
重
し
つ
つ
も
、「
皇
位
」
を
法
律
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
「
歴
史
上
ヨ
リ
シ
テ
人
心

ノ
感
触
ニ
出
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
藤
は
歴
史
法
学
の
視
点
に
立
っ
て
、
皇
位
は
「
祖
宗
ノ
皇
統
」、
つ
ま

り
神
武
天
皇
以
来
の
男
系
に
継
承
さ
れ
る
と
規
定
す
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
高
輪
会
談
の
結
果
を
受
け
て
、
柳
原
が
四
月
二
五
日
に
伊
藤
に
提
出
し
た
「
皇
室
典
範
艸
案
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
（
稲
田

前
掲
書
、
九
九
六
頁
）。

「
第
一
条　

大
日
本
国
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ヲ
承
ケ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
承
ス
」

明
治
二
一
年
四
月
、
枢
密
院
に
提
出
さ
れ
た
諮
詢
案
で
は
、「
祖
宗
ノ
皇
統
」
＝
「
男
系
」
と
い
う
こ
と
が
い
っ
そ
う
明
瞭
と
な
る
よ

う
に
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
一
三
二
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
八
六

「
第
一
条　

大
日
本
国
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
承
ス
」

そ
し
て
、
こ
の
諮
詢
案
が
枢
密
院
で
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
て
、
旧
皇
室
典
範
第
一
条
と
な
っ
た
。

こ
の
起
草
過
程
を
見
れ
ば
、「
祖
宗
ノ
皇
統
」
が
、「
天
祖
ノ
大
詔
」
と
の
区
別
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
建
国
も
皇
統
も
天
照
大
神
の
詔
に
発
す
る
と
い
う
考
え
を
遠
ざ
け
て
、
建
国
も
皇
統
も
神
武
天
皇
に
発
す
る
と
の
考
え
に
立
ち
、

そ
の
上
で
神
武
天
皇
以
来
の
男
系
継
承
の
伝
統
に
し
た
が
う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、「
祖
宗
ノ
皇
統
」
は
第
一
条
に
書
き
込
ま

れ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
井
上
毅
は
「
教
育
勅
語
」
の
起
草
の
際
に
も
、
神
武
天
皇
以
来
の
皇
統
を
明
瞭
に
意
識
し
て
「
皇
祖
皇
宗
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
て
い
る
。「
教
育
勅
語
」
の
解
説
を
依
頼
さ
れ
た
東
大
教
授
の
井
上
哲
次
郎
が
「
皇
祖
」
を
「
天
照
大
神
」
だ
と
解
説
し
よ
う
と

し
た
の
に
対
し
て
、
起
草
者
の
井
上
毅
自
身
が
「
教
育
勅
語
」
に
い
う
「
皇
祖
」
と
は
天
照
大
神
で
は
な
く
、
神
武
天
皇
で
あ
る
と
明
言

し
、
修
正
を
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
拙
著
『「
現
人
神
」「
国
家
神
道
」
と
い
う
幻
想
』
神
社
新
報
社
、
平
成
二
六
年
四
月
、
二
六
│
二
七
頁
、

三
二
頁
）。

四
、
現
行
皇
室
典
範
の
「
皇
統
」
に
つ
い
て

現
行
皇
室
典
範
の
草
案
は
、
昭
和
二
一
年
三
月
一
二
日
に
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
臨
時
法
制
調
査
会
の
第
一
部
会
で
作
成
さ

れ
た
。
第
一
部
会
は
七
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
「
皇
室
典
範
要
綱
案
」
を
検
討
し
、
一
〇
月
二
二
日
の
臨
時

法
制
調
査
会
第
三
回
総
会
で
「
皇
室
典
範
要
綱
案
」
の
審
議
過
程
を
報
告
し
、
こ
の
案
が
同
月
二
六
日
に
議
決
さ
れ
て
内
閣
総
理
大
臣
に

答
申
さ
れ
た
。
新
皇
室
典
範
の
法
制
化
作
業
は
、
臨
時
法
制
調
査
会
に
お
け
る
要
綱
案
の
審
議
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
、
昭
和
二
一
年

（
一
三
二
八
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
八
七

一
二
月
五
日
、
衆
議
院
に
上
程
さ
れ
、
一
二
月
一
四
日
可
決
。
貴
族
院
で
の
審
議
は
一
二
月
一
六
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
二
月
二
四
日
に

可
決
成
立
し
た
。

芦
部
信
喜
・
高
見
勝
利
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
一
・
皇
室
典
範
』（
信
山
社
、
平
成
二
年
九
月
）
所
収
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
新
皇
室

典
範
で
は
要
綱
案
作
成
の
当
初
か
ら
、
旧
皇
室
典
範
第
一
条
に
あ
っ
た
「
祖
宗
ノ
」
と
い
う
言
葉
が
削
ら
れ
、
単
に
「
皇
統
に
属
す
る
男

系
の
男
子
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
が
、
議
会
審
議
に
備
え
て
法
制
局
が
作
成
し
た
「
想
定
問
答
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。

「
問　

皇
統
に
属
す
る
と
は
何
か
。『
祖
宗
の
』
字
句
省
略
の
理
由
如
何
。

答　

新
典
範
に
お
い
て
は
、
現
在
の
天
皇
が
天
皇
で
あ
ら
れ
る
こ
と
は
、
憲
法
以
前
の
自
明
の
問
題
で
あ
る
と
し
、
今
上
を
中
心
と

し
て
こ
ゝ
に
至
り
又
こ
こ
よ
り
発
す
る
一
系
の
血
筋
を
皇
統
と
観
念
し
た
。
こ
の
血
筋
を
享
け
る
も
の
を
皇
統
に
属
す
る
も
の

と
し
、
皇
位
継
承
資
格
の
根
本
要
件
と
し
た
。
皇
統
は
前
述
の
如
く
今
上
を
中
心
と
し
た
観
念
で
あ
り
、
斯
く
観
念
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
考
へ
て
、
敢
て
祖
宗
の
皇
統
と
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。」（
芦
部
・
高
見
前
掲
書
、
一
八
八
頁
）

新
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
と
は
「
今
上
を
中
心
と
し
て
こ
ゝ
に
至
り
又
こ
こ
よ
り
発
す
る
一
系
の
血
筋
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
裏
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
を
進
め
な
が
ら
草
案
作
成
に
あ
っ
た
っ
て
い
た
日
本
側
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
神
話
的
だ
と
解
釈

さ
れ
か
ね
な
い
部
分
は
で
き
る
だ
け
削
ろ
う
と
の
意
思
が
働
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、「
今
上
を
中
心
と
し
て
こ
ゝ
に
至
り
又
こ
こ
よ
り
発
す
る
一
系
の
血
筋
」
と
観
念
さ
れ
た
「
皇
統
」
か
ら
は
伝
統
的
な
要

素
が
全
く
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
女
系
も
含
ま
れ
る
と
観
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。「
想

定
問
答
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
三
二
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
八
八

「
問　

女
系
及
び
女
天
皇
を
認
め
な
い
理
由
如
何
。

答　

皇
統
は
男
系
に
依
り
統
一
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
我
が
国
多
年
の
成
法
も
亦
然
り
で
あ
る
。
女
系
が
問
題
に
な
る
の
は
、

そ
の
系
統
の
始
祖
た
る
皇
族
女
子
に
皇
族
に
あ
ら
ざ
る
配
偶
者
が
入
夫
と
し
て
存
在
し
そ
の
間
に
子
孫
か
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、

此
の
場
合
女
系
の
子
孫
は
仍
皇
族
に
あ
ら
ざ
る
配
偶
者
の
子
孫
で
臣
下
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
強
く
感
ぜ
ら
れ
、
皇
統
が
皇
族

に
あ
ら
ざ
る
配
偶
者
の
家
系
に
移
っ
た
と
観
念
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
か
や
う
に
考
へ
て
女
系
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。」

（
芦
部
・
高
見
前
掲
書
、
一
八
九
頁
、
傍
線
引
用
者
）

「
㈡　

 

抑
も
﹇
日
本
国
憲
法
第
二
条
に
い
う
﹈
世
襲
と
い
ふ
観
念
は
、
伝
統
的
歴
史
的
観
念
で
あ
つ
て
、
世
襲
が
行
は
れ
る
各
具
体
的
場

合
に
よ
つ
て
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
場
合
に
よ
つ
て
は
血
統
上
の
継
続
す
ら
要
件
と
し
な
い
世

襲
の
例
も
存
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
皇
位
の
世
襲
と
い
ふ
場
合
の
世
襲
は
ど
ん
な
内
容
を
も
つ
か
。
典
範
義
解
は
こ
れ
を

㈠
皇
祚
を
踏
む
は
皇
胤
に
限
る
㈡
皇
祚
を
踏
む
は
男
系
に
限
る
㈢
皇
祚
は
一
系
に
し
て
分
裂
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
の
三
点
に
要

約
し
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
こ
れ
は
歴
史
上
一
の
例
外
も
な
く
つ
づ
い
て
来
た
客
観
的
事
実
に
も
と
づ
く
原
則
で
あ
る
。
世
襲
と

い
ふ
観
念
の
内
容
に
つ
い
て
他
に
よ
る
べ
き
基
準
が
な
い
以
上
こ
れ
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
す
れ
ば
少
な
く
と
も
女
系
と

い
ふ
こ
と
は
皇
位
の
世
襲
の
観
念
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。

㈢　

然
ら
ば
女
系
は
別
と
し
て
女
子
の
継
承
資
格
は
如
何
。
女
系
を
否
定
し
て
も
女
子
の
継
承
資
格
は
自
ら
別
な
問
題
だ
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
女
帝
を
認
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
そ
の
御
一
代
丈
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
を
繰
り
延
べ
る
と
い
ふ
丈
の
意
味
し
か
持

ち
得
な
い
。
歴
史
上
女
帝
は
存
す
る
け
れ
ど
も
そ
れ
は
概
ね
皇
位
継
承
者
が
幼
年
に
ゐ
ま
す
為
そ
の
成
長
を
ま
つ
間
の
一
事
の

摂
位
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
一
三
三
〇
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
八
九

 

か
や
う
に
考
へ
る
と
女
帝
の
登
極
と
い
ふ
こ
と
は
、
む
し
ろ
皇
位
の
不
安
定
を
意
味
す
る
も
の
と
言
へ
る
の
で
あ
る
。」（
芦
部
・

高
見
前
掲
書
、
一
九
〇
│
一
九
一
頁
、﹇　

﹈
内
お
よ
び
傍
線
引
用
者
）

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
干
渉
を
避
け
る
た
め
に
「
皇
統
」
と
は
「
今
上
を
中
心
と
し
て
こ
ゝ
に
至
り
又
こ
こ
よ
り
発
す
る
一
系
の
血
筋
」
だ
と
い
う

方
便
は
用
い
る
も
の
の
、
そ
の
中
身
は
伝
統
的
な
観
念
に
依
拠
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
男
系
に
よ
っ
て
家
系
を
考
え
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
こ
の
観
念
に
よ
れ
ば
、
女
系
を
認
め
れ
ば
、「
皇
統
」
は
別
の
家
系

に
移
っ
て
し
ま
い
、
も
は
や
一
系
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、「
皇
統
」
は
男
系
で
統
一
す
べ
き
で
、
女
系
は
認
め
ら
れ

な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
旧
皇
室
典
範
を
解
説
し
た
「
皇
室
典
範
義
解
」
で
掲
げ
ら
れ
た
三
つ
の
基
準
で
あ
る
。
新
憲
法
第
二
条
に
い
う
「
世

襲
」
の
観
念
は
、
他
に
基
準
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
う
な
る
と
、
少
な
く
と
も
「
女
系
と
い

ふ
こ
と
は
皇
位
の
世
襲
の
観
念
に
含
ま
れ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

付
け
加
え
れ
ば
、
現
行
皇
室
典
範
は
憲
法
の
下
に
あ
る
法
律
な
の
で
あ
る
か
ら
、
上
位
規
定
の
憲
法
の
「
世
襲
」
が
男
系
に
限
定
さ
れ

て
い
る
以
上
、「
皇
祖
ノ
」
と
い
う
限
定
が
外
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
皇
室
典
範
の
「
皇
統
」
に
女
系
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

解
す
る
の
は
合
理
的
で
な
い
。

お
わ
り
に

最
後
に
本
稿
に
お
け
る
結
論
を
纏
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
．
旧
皇
室
典
範
第
一
条
に
い
う
「
祖
宗
ノ
皇
統
」
は
「
男
系
」
の
み
し
か
含
ん
で
い
な
い
。
旧
皇
室
典
範
制
定
者
の
間
で
は
、「
祖

（
一
三
三
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
九
〇

宗
」
と
は
神
武
天
皇
以
降
を
指
す
言
葉
と
し
て
、
天
照
大
神
を
指
す
「
天
祖
」
と
明
確
に
区
別
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
祖
宗

ノ
皇
統
」
と
は
神
武
天
皇
以
来
の
男
系
を
意
味
す
る
と
い
う
の
が
共
通
理
解
で
、「
祖
宗
ノ
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
「
男
系
」
の
語
は
必
要

な
い
と
の
意
見
す
ら
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
」
と
い
う
同
義
語
反
復
を
残
し
た
の
は
、
将
来
、

「
皇
統
」
に
は
女
系
も
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
者
が
現
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
た
め
だ
っ
た
。

②
．
現
行
皇
室
典
範
第
一
条
に
い
う
「
皇
統
」
も
「
男
系
」
の
み
し
か
含
ん
で
い
な
い
。
た
し
か
に
、
現
行
皇
室
典
範
第
一
条
の
「
皇

統
」
か
ら
は
、
そ
の
制
定
過
程
で
「
祖
宗
ノ
」
と
い
う
限
定
が
外
さ
れ
た
。
し
か
し
、
法
制
局
が
準
備
し
た
「
想
定
問
答
」
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、「
皇
統
」
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
歴
史
的
観
念
で
あ
る
と
さ
れ
、
女
系
は
含
ま
な
い
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
た
。

最
後
に
一
言
付
け
加
え
れ
ば
、
法
文
を
解
釈
す
る
場
合
に
、
法
文
や
法
典
内
だ
け
を
見
て
、
文
言
間
の
整
合
性
の
み
を
考
え
て
い
て
は
、

そ
の
法
文
に
込
め
ら
れ
た
真
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

注（
1
） 

「
皇
統
」
を
神
武
天
皇
を
起
点
と
し
て
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
天
照
大
神
を
起
点
と
し
て
考
え
る
か
は
、「
皇
統
」
が
男
系
に
限
ら
れ
る
の
か
、

あ
る
い
は
女
系
を
も
含
む
の
か
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
議
論
は
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
・
田
中
卓
氏
の
次
の

よ
う
な
主
張
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

「
歴
史
的
に
は
、
皇
祖
神
の
天
照
大
神
が
『
吾
が
子
孫
の
王
た
る
べ
き
地

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
と
神
勅
さ
れ
て
い
る
通
り
、〝
天
照
大
神
を
母
系
と
す
る
子
孫
〞
で
あ

れ
ば
、
男
で
も
女
で
も
、
皇
位
に
つ
か
れ
て
何
の
不
都
合
も
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
母
系
に
せ
よ
、
明
瞭
に
皇
統
に
つ
な
が
る
お
方

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
『
即
位
』

し
て
、
三
種
神
器
を
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
大
嘗
祭
を
経
て
『
皇
位
』
に
つ
か
れ
れ
ば
、『
天
皇
』
な
の
で
あ
る
。
子
供
は
父
母
か
ら
生
ま
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
男
系
と
か
女
系
の
差
別
よ
り
、
父
母
で
一
家
を
な
す
と
い
う
の
が
日
本
古
来
の
考
え
だ
か
ら
そ
れ
を
母
系
（
又
は
女
系
）
と
い
っ
て
も
男

（
一
三
三
二
）



新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
新
田
）

三
九
一

系
と
い
っ
て
も
、
差
し
支
え
な
く
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
の
だ
。」（「
女
系
天
皇
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」『
諸
君
！
』
平
成
一
八
年
三
月
号
六
四
頁
）

「
日
本
国
体
の
原
理
も
、
皇
室
の
祖
神
も
、
天
照
大
神
と
い
う
〝
女
神
〞
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。」（
同
右
論
文
、

五
七
頁
）

こ
の
田
中
氏
の
議
論
を
後
ろ
盾
と
し
て
、
小
林
よ
し
の
り
氏
は
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
。

「
皇
統
の
い
ろ
は
も
知
ら
ぬ
男
系
絶
対
主
義
者
の
た
め
に
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
…　

皇
祖
神
は
天
照
大
神
で
す
‼　

現

在
の
天
皇
に
つ
な
が
る
皇
統
は
、
天
照
大
神
の
『
天
壌
無
窮
の
神
勅
』
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
だ
！
」（『
サ
ピ
オ
』
平
成
二
二
年
五
月
一
二
日
号

七
一
頁
）

つ
ま
り
、
天
照
大
神
を
「
皇
統
」
の
起
点
と
す
れ
ば
、「
皇
統
」
に
は
女
系
も
含
ま
れ
る
、
い
や
む
し
ろ
、「
皇
統
」
は
女
系
か
ら
始
ま
っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
の
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
今
後
、
私
が
取
り
上
げ
た
旧
皇
室
典
範
制
定
者
た
ち
の
議

論
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
天
照
大
神
が
女
神
な
の
で
「
皇
統
」
は
女
系
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
の
議
論
が
、
そ
も
そ
も
神
話
解
釈
と
し
て
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
前
掲
拙
論
「
小
林
よ
し
の
り
氏
の
皇
統
論
を
糺
す
」
二
九
│
三
五
頁
「
皇
祖
神
に
つ
い
て
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
私
の

主
張
を
要
約
し
て
お
く
。

神
代
の
皇
統
は
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
か
ら
始
ま
り
、
両
神
か
ら
、
天
照
大
神
、
ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
、
ヒ
ル
コ
、
ス
サ
ノ

オ
ノ
ミ
コ
ト
が
生
ま
れ
（『
日
本
書
紀
』）、
さ
ら
に
天
照
大
神
と
の
誓
約
の
際
に
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
か
ら
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
以
下

の
五
男
神
が
生
ま
れ
…
と
い
う
具
合
に
続
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
照
大
神
は
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
父
と
す
る
男
系
の
女
神
で
、
当
然
、
皇

祖
神
だ
が
、
そ
の
他
の
神
も
皇
祖
神
に
含
ま
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
や
祝
詞
の
中
で
皇
祖
神
は
一
神
で
は
な
い
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト
や
ウ
ガ

ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
も
「
皇
祖
」
と
呼
ば
れ
、
大
祓
の
祝
詞
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
「
皇す
め
ら

親が
む
つ

」
と
呼
ば
れ
て
、

皇
祖
神
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
神
統
譜
を
男
系
継
承
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、「
イ
ザ
ナ
ギ
↓
ス
サ
ノ
オ
↓
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
」
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
事
実
、
古
来
、
最

も
ま
と
ま
っ
た
権
威
あ
る
代
表
的
な
皇
室
関
係
の
系
譜
と
言
わ
れ
て
い
る
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
は
、
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
に
つ
い
て

（
一
三
三
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
九
二

「
素
戔
嗚
尊
第
一
子
。
天
照
大
神
、
誓
約
を
立
て
て
、
以
て
子
と
為
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
弟
の
素
戔
嗚
尊
の
第
一
子
を
天
照
大
神
が
養
子
に
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
神
代
の
皇
統
に
つ
い
て
も
、
男
系
で
考
え
る
の
が
古
来
の
日
本
の
神
話
解
釈
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
、
何
故
、
神

武
天
皇
以
降
の
歴
代
天
皇
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て
の
歴
史
記
述
が
男
系
に
拘
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
が
理
解
で
き
な
い
。 （

一
三
三
四
）
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